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推計より人口が増加している市区町村：関西地方

（備考）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2013年推計、2023年推計）により作成。

＝ 2013年時の2020年人口推計よりも2020年人口実績が増加

デジ田会議参考資料より
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推計より人口が増加している市区町村：中国地方

（備考）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2013年推計、2023年推計）により作成。

＝ 2013年時の2020年人口推計よりも2020年人口実績が増加

デジ田会議参考資料より
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推計より人口が増加している市区町村：四国地方

（備考）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2013年推計、2023年推計）により作成。

＝ 2013年時の2020年人口推計よりも2020年人口実績が増加

デジ田会議参考資料より
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推計より人口が増加している市区町村：九州地方（沖縄県を除く）

（備考）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2013年推計、2023年推計）により作成。

＝ 2013年時の2020年人口推計よりも2020年人口実績が増加

デジ田会議参考資料より
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推計より人口が増加している市区町村：沖縄県

（備考）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2013年推計、2023年推計）により作成。

＝ 2013年時の2020年人口推計よりも2020年人口実績が増加

デジ田会議参考資料より



資料：厚生労働省「人口動態統計」により作成
 2023年は厚生労働省「人口動態統計月報年計(概数)」により作成

日本の出生数・合計特殊出生率の推移
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（万人）
第１次ベビーブーム
（1947～1949年）

1949年
最多の出生数
2,696,638人

1966年
ひのえうま
1,360,974人

第２次ベビーブーム
（1971～1974年）

1973年
2,091,983人

2023年
最少の出生数
727,277人

最低の合計特殊出生率
1.20
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